
私たちが目指すもの
私たちは、北アルプスの自然の恵みと、その恩恵を受けた松本と高山に根付くこの

地域を、一つの観光圏として捉えたときに、多彩で上質な体験と滞在ができる魅力的
な観光地経営によって、地域の価値が向上し、持続的な発展につながるものと考えま
す。観光産業をエンジンとして、この地域社会の持続性を高め、50年、100年先の未
来のためのエコシステムの形成（＝高付加価値な観光地域づくり）を目指します。
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松本・高山
高付加価値な観光地づくり推進協議会

広 報 誌

高山市が「世界の持続可能な観光地アワード」(※)にて中部地方で初となるシルバー賞を獲得！
国内では釜石市、ニセコ町に続き、大洲市、小豆島と共に受賞したもので、サステナブルツー

リズムに取り組む地域として国際的なブランド力の向上が期待されます。
※国際認証団体「Green Destinations」が独自の評価基準によって持続可能な地域経営をしている観光地を

評価し、表彰する制度。

高付加価値ツアーをエリア横断で実施するため、地域で活躍されて
いるガイドの方々とワークショップ等で様々に議論しました！

【目的と実施方針】
2023年度策定したマスタープランでは、山岳エリアを挟み松本・高山エリアの広域をカバーするに

は、ガイド人材の不足や専門性の底上げ、観光コンテンツを提供する事業者あるいは地域住民等との
密接な関係構築の方策や情報連携の仕組み、そして制度やマニュアルと言った共通したツールが無い
ことが課題として挙げられました。

そこで今年度は、実際にこの地域にどのようなガイド団体が存在し、どこでどのようなスタイルで
ガイドをされているのか、各ガイド団体の経営状況や人材育成、組織及び地域としての課題について、
まず個別に聞き取りを行い現状把握するとともに、次に複数の団体の参加のもとワークショップを開
催し、事前に抽出された課題に対する解決のアイデアを議論しました。

【実施内容・成果】

ガイド団体ワークショップの様子

〇自治体や観光事業者等へ事前調査した結果、この地域には40を超
えるガイド団体が活動しており、その経営スタイルも老舗ボラン
ティアからアウトドア、登山ガイド、そして通訳など、実に多種多
様です（表１）。小さな事業者や個人ガイドが多い傾向にあります。

〇ワークショップにおける課題に対するアイデアの一部を示します。
１）ガイド育成
・地域の人にガイドとは何かを知ってもらうことが重要
・共有できるマニュアルや能力表により、ガイド力の底上げをする
・英語を話す人を山のガイドに。兼業、移住者も視野に育成する
２）地域スポットガイドの参画を得るプラットフォーム
・松本高山全体のガイド事業者組織、ガイド認定で信頼度を高める

〇今後の展開：ガイド人材は研修講座のみでの育成は難しく、OJT
の機会が重要で、ガイド主体のツアー造成から受入れ実地研修、
ショートツアーにて早期デビューを促す研修、各団体の専門性から
学ぶ相互研修も検討していく必要性が示唆されました。高付加価値
ツアーへの協働に熱意が感じられました。 表１）ヒアリング調査によるガイド団体の整理

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン

タ
ー
共
同
代
表
理
事

中
澤
朋
代

ガ
イ
ド
業
は
楽
し
み
の
提
供

の
影
で
、
参
加
す
る
方
の
安
全

を
守
る
責
任
も
大
き
い
で
す
が
、

日
々
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ

り
、
成
果
が
即
時
に
判
る
緊
張

感
と
感
動
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
る
！
な
ど
、
や
り
が
い
が

い
っ
ぱ
い
の
仕
事
で
す
。

そ
の
ス
キ
ル
は
多
様
で
、
自

分
も
地
域
も
人
も
自
然
も
好
き

に
な
る
。
次
世
代
が
ト
ラ
イ
で

き
る
新
た
な
地
場
産
業
に
す
べ

く
、
官
民
連
携
の
取
り
組
み
を

通
し
て
形
に
な
る
よ
う
、
パ
イ

プ
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

松
本
と
実
家
高
山
市
郊
外
の

２
拠
点
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
５
０
周
年
で
始
ま
っ

た
松
本
高
山Big Bridge

構
想
と

同
時
期
に
、
偶
然
に
も
行
き
来

が
増
え
ま
し
た
。

以
前
は
富
士
山
や
沖
縄
で
１

０
年
間
プ
ロ
ガ
イ
ド
と
し
て
自

然
学
校
に
所
属
し
、
松
本
大
学

で
１
８
年
専
任
教
員
と
し
て
、

地
元
学
生
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
持
続
可
能
な
観
光
を
専
門
に

地
域
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
も
参
画

し
て
き
ま
し
た
。

農
山
村
の
未
来
づ
く
り
は
国

全
体
を
豊
か
に
す
る
と
信
じ
て

活
動
を
続
け
ま
す
。



To be continued：次号ではR6年度の取組の全体報告等を紹介する予定です。
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ILTM（International Luxury Travel Market）@カンヌに出展してきました！

この地域で活躍されている方々に、地域産業の高付加価値化の取
組事例や外国人旅行者への思いを聞いてみました！

Kita Alps Travers Route ウェブサイトを今後さらに活用していきます
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「Kita Alps Traverse Route」サイトでは、松本・高山エリア
の本質的な旅の価値や様々な楽しみ方、ニュースなどの情報を
掲載できるようリニューアルしました。

特に今回のリニューアルで、今年度作成したブランドブック
（Vol.4参照）の内容をもとに、松本高山エリアを来訪する旅の
価値の説明ページ（日本語/英語）や、新たにシステムを導入し、
松本高山のツアーコンテンツ情報の追加がしやすくなりました。

今後は地域事業者による様々な観光コンテンツを掲載し、販
売に繋げてまいります。

JNTOが有する日本のブースの一角にて、12/2～5の３日間で合計４０社、主に欧州（仏・伊・
英）と北米（アメリカ・メキシコ）のラグジュアリートラベルバイヤーとして知られる旅行会社（年
間の訪日送客規模５０～２００名程度）と商談を行いました。１社あたり商談は約20分と限られた時
間であり、作成したブランドブックやタリフは短時間で説明するのに役立ちました。

他の国に比べ、どの旅行会社も訪日旅行には高い関心と期待を寄せていましたが、初訪日のお客様
のほとんどがゴールデンルート（東京・金沢・京都・広島）が中心であり、松本高山エリアの相対的
知名度はそこまで高くはないことを認識しました。成果としては商談した旅行会社のうち、イタリア
に拠点を置くIl Viaggio Travel Atelier社など、５,６社は特に松本高山へ関心を頂き、帰国後に資料送
付も兼ねてコンタクトを取っています。

初日のオープニングシンポジウムではウェルネスツーリズムのポテンシャルに
ついて講演もあり、松本高山のコアバリュー「森と水の循環」は、来訪者の精神
的平穏と自己実現の達成という、現代の旅づくりにおいて欠かせない要素を十分
に提案できる可能性を感じました。


